
辰野町農業委員会総会議事録 

 

1. 開催日時 令和 6 年 7 月 5 日（金）午前 9 時 30 分から午前 11 時 12 分 

 

2. 開催場所 消防庁舎 2 階 中会議室 

 

3. 出席委員（13 人） 

 会長         １番 宮島 勇 

 会長職務代理者  ２番 野澤 典生 

 農業委員      ３番 青木 博子 

             ４番 飯澤 誠 

             ６番 上島 栄子 

             ７番 赤羽 秀介 

 推進委員         春日 昭利 

                立澤 富朗 

                根橋 俊夫 

                大井田 亨 

                小松 英幸 

                有賀 則幸 

                瀬戸 真一 

 

4. 欠席委員      ５番 小野 耕一 

 

５.議事日程 

   議案第 1 号 農地法の規定に基づく許可について《諮問案件確認》 

 

   議案第 2 号 農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について 

 

   議案第 3 号 農地利用集積計画(農地中間管理事業)について 

 

   議案第 4 号 農地利用配分計画(案)について 

 

   議案第 5 号 農地転用許可後の事業計画変更について 

 

   議案第 6 号 非農地の承認について 

 



  報告事項  農地法第 18 条第 6 項の規定による届出 

 

６.その他 

 

７.農業委員会事務局職員 

  事務局長   役場産業振興課長 岡田 圭助 

  事務局次長  役場産業振興課補佐兼農政係長 田中 博 

           役場産業振興課農政係 中澤 貴子 

 

８.会議の概要 

＜岡田事務局長＞ 

皆さんおはようございます。 

お忙しい中お集まりいただき、ありがとうございます。本日の総会小野委員より事前に欠席のご連

絡が来ていますのでお願いいたします。 

それでは次第に沿って司会させていただきます。開会の挨拶を野澤職務代理よりお願いいたしま

す。 

 

（開会） 

＜野澤職務代理＞ 

皆様おはようございます。ものすごい暑く、皆さんも大変でしょうけれど、農業委員会もいよいよ忙

しくなってきています。今日は盛りだくさんの内容になっております。慎重審議よろしくお願いしま

す。これから開催いたします。よろしくお願いします。 

 

（会長あいさつ） 

＜宮島会長＞ 

どうもおはようございます。本当にご苦労様です。 

このところ今もお話ありましたように、気温が 30 度以上という大変暑い日が続いております。外で

の作業ですとか、外での行動につきましては十分水分を取って対策をしていただきたいと思いま

す。それから今日はこの後、第 2 回地区の懇談会に向けての講習会がありますので、何とかスムー

ズな会議ができますようご協力のほうをよろしくお願いします。 

 

（議事録署名委員の指名） 

＜宮島会長＞ 

小野さんが休みということで、6 番の上島委員さんと 7 番の赤羽委員さん、よろしくお願いしま

す。 

 



（議事） 

＜宮島会長＞ 

それでは、議案第 1 号についてお願いいたします。 

 

【議案第１号、３条の規定による許可申請について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、所有権の移転でございます。地図は 1 ページをご覧ください。 

大字平出…番地にお住まいの A さんが所有いたします、大字平出…番、地目は田、面積 978

㎡を、大字赤羽…番地にお住まいの B さんが取得するものです。 

譲渡人の A さんは相続にて申請地を取得しましたが、耕作の予定がないことから、このたび B さん

が取得し耕作されるということで申請がありました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能であります。この度の

権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと

考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず許可要件の全てを満たしていると考え

ます。 

この件につきましては、青木委員、有賀推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜青木委員＞ 

ご報告をいたします。実はこれ C 不動産、もう皆さんご承知のような感じだと思いますが。この日

は B さんが体調不良ということで私と C 不動産で行ってまいりました。 

農地法の規定に基づくというところで言えば何も問題はございませんので許可を出さざるを得な

いかなとは思っておりますが、基本 B さんは不動産屋さんをやっていますので、買ってくれって言

われたので買ったということでした。これがこれから果たしてどんなふうに進んでいくのかなという疑

問はありますけれども、法律上ＯＫを出したというようなかたちになっておりますのでご審議くださ

い。よろしくお願いします。 

 

＜宮島会長＞ 

いずれにしても田んぼで田んぼということなのですので不動産の C さんの方にはしっかり言って

おいていただきたいと思います。これにつきまして何か質問、ご意見がありますか？ 

ないようですので、賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員挙手）はいありがとうございま

した。 

 

【議案第 1 号、5 条の規定による許可申請について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、地図は 2 ページを、配置図は 3 ページをご覧ください。 

中央…番地にお住まいの D さんが所有いたします、 



中央…番、地目は田、面積 443 ㎡を、東京都…区…にお住まいの E さんが譲り受け、住宅を新築

するための申請であります。 

譲渡人の D さんと譲受人の E さんは親子であります。このたび E さんの勤務先が上伊那地域に

なることや、将来を考え実家が近いことから今回の申請となりました。 

申請地は第 1 種中高層住居専用地域の用途地域内でありますので、農地法第５条第 2 項第 1

号ロの（1）の第 3 種農地であり、原則許可で問題ないと判断します。 

この件につきましては赤羽委員、根橋推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜赤羽委員＞ 

5 月 28 日に根橋さんと業者の○○さんと立会いを行いました。 

今お話の通り、実家の隣の田んぼでありますが二分筆して、住宅を建てる予定であります。区画

等もしっかりしており、特に問題ないと思いますよろしくお願いします。 

 

＜宮島会長＞ 

それではこの 5 条の件につきまして何か質問、ご意見のある方は挙手をお願いしたいと思いま

す。 ないようですので採決したいと思います。 

賛成の方の挙手を願いします。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

 

【議案第 2 号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

利用権の設定であります。計 4 件、13 筆、面積は 9,618 ㎡、詳細は議案書の 7 ページの通りで

あります。経営面積・従事日数など農業経営基盤強化促進法第 18 条第 3 項の各要件を満たして

おります。 

 

＜宮島会長＞ 

それでは議案第 2 号に関しまして質問ご意見のある方は挙手を願いします。 

 

＜飯澤委員＞ 

F さんという譲受人の方ね、諏訪市で結構な規模で借り入れになっていますけれど経営状況とか

それから住所とか、通って来られるわけですかね？そういうことをちょっと教えていただければ。 

 

＜事務局 中澤＞ 

この F さんは貸す方の G さんと親戚関係で、もう以前から諏訪といっても本当に沢底寄りの諏訪

で通うのは全然苦じゃないと。以前からもずっと G さんの部分のところを管理されているのですが、

利用権設定されてなかったのでここでしっかりやっておいた方がいいだろうということで今回の契約

になりました。特に問題ないと思います。 



＜宮島会長＞ 

それでは採決したいと思います賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。 （全員挙手） 

はい、ありがとうございました。 

 

【議案第 3 号、農地利用集積計画（農地中間管理事業）の決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

農地中間管理事業に関しまして、計 84 件、198 筆の利用権の設定であります。 

詳細は議案書 10 ページから 15 ページのとおりでございます。農地中間管理事業による中間管

理候補農地整理簿に基づき、農地中間管理機構である公益財団法人長野県農業開発公社と 4

筆、5091 ㎡について 9 年 6 ヶ月の賃借権を、194 筆、185,076.7 ㎡について 10 年 6 ヶ月の使用

貸借権を設定するものです。続きまして・・・（第 4 号へ） 

 

【議案第 4 号、農用地利用配分計画（案）に対する意見について】 

＜田中事務局次長＞ 

農用地利用配分計画（案）については、議案第 3 号で集積を決定した農地について、農地中間

管理機構から受け手へ利用配分を計画するもので、すべての農地について認定農業者等、農地

中間管理機構より位置づけられた担い手へ配分されます。 

詳細は議案書の同じく 10 ページから 15 ページをご覧ください。 

H 農園株式会社へ 4 筆、5091 ㎡について 9 年 6 ヶ月の賃借権を、I 営農へ 194 筆、185,076.7

㎡について 10 年 6 ヶ月の使用貸借権を設定するものです。 

今回の契約のうち、I 営農に関しては契約が賃借権の設定から使用貸借権の設定へ変更となっ

たことにより、途中解約を行いあらたに契約を締結するものです。解約につきましては、この後の報

告事項といたします。 

所有者もしくは相続人代表者と農地中間管理機構との間、および農地中間管理機構と H 農園、

I 営農との間ではそれぞれ事前合意がなされておりますが、農業委員会は意見を述べることができ

ますので、皆様のご意見を伺いたいと思います。 

 

＜宮島会長＞ 

まず議案 3 号につきましてご意見質問があるかた挙手をお願いします。 

よろしいですか。 

ないようですので採決をしたいと思います賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。 （全員

挙手）はい、ありがとうございます。 

続きまして議案 4 号につきまして、何か質問ご意見があるかたは。ないようですので採決したいと

存じます。賛成の方の挙手をお願いします。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

 

【議案第 5 号、農地転用許可後の事業計画変更申請について】 



＜田中事務局次長＞ 

今回、農地転用許可後の事業計画変更申請が提出されておりますのでご審議をお願いいたし

ます。地図は 4 ページを、配置図は 5 ページをご覧ください。 

農地転用許可後の事業計画変更申請は、過去に転用許可が出されたものの、何らかの理由で

事業がなされず、新たな承継者が事業をされる際に変更申請と通常の転用申請をしていただくこと

になりますが、今回は当初の事業者が事業内容のみ変更するということですので、計画変更申請

のみの審議をしていただくことになります。 

計画者は、新潟県…市…にお住まいの J さんです。 

当初、店舗併用住宅を新築するため、令和5年12月5日に５条の許可を受け申請地を取得しまし

たが、資材等の高騰により工事予算額が上がり、住宅を併用することが困難となったため、今回は

事業内容を変更し、店舗のみの新築としたい計画であります。 

申請地は JR○○駅よりおおむね300ｍ以内の、農地法第５条第２項第1号ロの（1）の第３種農地

であり、原則許可で問題ないと判断します。 

この件につきましては、野澤代理、小松推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜小松推進委員＞ 

ご報告をいたします。6 月 3 日に空間計画の○○さん、それから野澤さんと私それから申請者の

親御さんであります J さんで現地を立ち合いました。 

先ほど事務局から説明ありましたけれど昨年の年末に 5 条の申請を出して、許可されましたが、

だいぶ建設の工事費とか資材が上がってしまい当初予定していた住宅兼店舗という大きな両方の

建物を建てることができなくなってしまったという事で、店舗だけとりあえず建てて、そのあと余裕が

できたら家ということです。すぐ近くにご両親がいらっしゃいますので、こちらに一緒に住んで仕事

だけ新しくできた店舗でやるということになると思います 

建屋を小さくするだけで、そのほか何も変更ありませんので申請については問題ないと考えます

のでよろしくお願いします。 

 

＜宮島会長＞ 

事業計画の変更ということですが、この件につきまして質問ご意見のある方の挙手を願いしま

す。 ないようですので採決したいと思います。 

賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員挙手） はいありがとうございました。 

 

【議案第 6 号、非農地の承認について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

非農地証明書の交付申請であります。地図は 6 ページをご覧ください。 

…市…番地にお住まいの K さんが所有いたします中央…番、地目は田、面積 362 ㎡について

申請がありました。 



理由といたしましては、申請地は 25 年前の平成 11 年より辰野町役場の職員駐車場として利用

されていましたが、当時転用申請も提出されておらずに現在に至っております。 

申請地を農地に復元するのは容易ではなく、農地として利用される可能性もないことから、辰野

町農業委員会非農地証明事務取扱要領の証明基準に該当し、非農地とすることはやむをえないも

のと思われます。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員に現地をご確認いただいております。 

 

＜大井田推進委員＞ 

ご報告をいたします。現地確認をさる 6 月 14 日川村司法書士と上島委員 3 名で確認しました。

現地は既に駐車場で役場の職員の方々が使用されているということと、今から田んぼあるいは畑に

は戻せないぐらいの状況ですので、やむを得ないと思います。ご審議をよろしくお願いします。 

 

＜宮島会長＞ 

この件につきまして質問ご意見のある方、挙手をお願いします。 

 

＜根橋推進委員＞ 

備考欄の平成 11 年月日不詳と書いてありますが平成 11 年は何か。 

 

＜事務局 中澤＞ 

所有者である K さんと町の方で契約書を結んだその契約書が出てきたんです。 

こっちにちょっと控えがあって、それを見たら平成 11 年なので、ここが月日不詳になってるんで

すけど川村先生とも相談しつつ許可証の方は、月日不詳ではなく、契約書の日付を入れたいと思

うんですが。平成 11 年ということはもう明らかですので、11 年ということにしてあります。 

 

＜宮島会長＞ 

他に何か。無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手を願いたいと思います。

（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

 

報告事項 

＜田中事務局次長＞ 

それでは報告事項でございます。 

農地法第 18 条第 6 項の規定による届け出について合意解約計 85 件 199 筆 議案書の 26 ペ

ージから 40 ページの通りであります。こちらは先ほど議案 3 号 4 号にてご審議いただきました、中

間管理事業における契約内容変更による解約です。添付書類含め管理しておりましたので事務局

長専決により書類を受理いたしました。以上であります。 

 



＜宮島会長＞ 

ただいまの報告事項という事で何か質問のある方は。無いようですので議事の方はこれで終了し

たいと思います。 

 

 

○農業用施設の定義について（先月総会の回答）（事務局 中澤） 

先月の総会時にご質問いただいた、自分の農地に農業用施設を建てる場合、届出が必要となる

施設なのか、必要とならない施設なのかという定義を調べてみました。一般的に農業用施設という

のは農作物の育成だったり養畜事業のための施設のことを指していて、そこに農機具等を収納す

る倉庫だったり、あと農作業場だったり、温室だったりっていうのが農業用施設という定義のに該当

します。そこにご自身が所有する農地をこういった農業用施設として転用する場合、その面積が

200 ㎡未満であれば転用の許可を得なくても、届出さえ出していただければいいですよということに

なっています。その届出が必要な農業用施設というのは、農機具を収納したり、作業のみを行う施

設内で営農しない施設については届出が必要です。なので、育苗ハウスだとかというのは特に届

出の必要もないということが確認取れました。よって、先月の届出は施設を建ててそこに農機具をし

まいますよっていう内容でしたのでそれは必要になります。 

なのでそこで営農をするかしないかっていうことで届出が必要か必要じゃないかっていうのが変

わってくるので、今後そのようなご相談等がありましたら、そこら辺で切り分けていただければと思い

ます。 

 

＜飯澤委員＞ 

移動ができるような簡易ハウスの場合には転用は？ 

 

＜事務局 中澤＞ 

前回もそうだったんですけれど、移動できる施設ではあるんですが、そこに農機具をしまっちゃう

となるとそこでは耕作や営農はしない。例えばいずれ撤去するとかであっても、そこで耕作をしない

となると見ようによってはそれが違反転用に結びついてしまう可能性があるので届け出は出してくだ

さい。 

 

＜飯澤委員＞ 

関係者情報などや現地確認がやっぱり必要ですね。 

 

＜事務局 中澤＞ 

そうですね 

 

＜飯澤委員＞ 



その場合っていうのは移動ができるものであれば、恒久施設ではないので山室の施設では一時

的なものであれば対象にならないんじゃないのかなというふうに思ったんですけれども。 

 

＜事務局 中澤＞ 

一応線引きはそこで営農するかしないかっていうのを線引きしてください。 

 

（閉会） 

＜野澤職務代理＞ 

お疲れ様でした。これで総会の方の方は閉会といたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 この議事録は、事務局が作成したものであるが、内容が正確であることを証するため、これに記名

押印する。 

 

 

令和   年   月   日  

 

  会      長                 印  

 

議事録署名人                 印  

 

議事録署名人                 印  


